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◎10月 8日（土） 

 09:30        開場・受付開始  〔1Fロビー〕 

 10:00-10:15 開会式 〔1310教室〕 

 10:25-11:50 口頭発表（セッション 1） 〔1308教室・1309教室・1310教室〕 

 12:50-14:15 口頭発表（セッション 2） 〔1308教室・1309教室・1310教室〕 

 14:30-15:50 企画シンポジウム 

      「多様化する「避難」という 

       言葉について考える」 

 

〔1310教室〕 

 16:00-17:00  廣井賞表彰式  〔1310教室〕 

   

◎10月 9日（日） 

 09:30    開場・受付開始 〔1Fロビー〕 

 10:00-11:10  口頭発表（セッション 3）   〔1308教室・1309教室・1310教室〕 

 11:20-12:30 口頭発表（セッション 4） 〔1308教室・1309教室・1310教室〕 

 13:30-16:30 シンポジウム 

「オールハザード・アプローチ 

 からみた危機管理と防災」  

 

〔1310教室〕 

 16:30-16:45 閉会式 〔1310教室〕 

 

 

 

  



ii 

【大会会場案内（アクセスマップ）】 

会場：日本大学三軒茶屋キャンパス １号館（３階） 

〒154-0002 東京都世田谷区下馬 3-34-1 

 

 

 

 
日本大学危機管理学部ウェブページより参照 

東急東横線「祐天寺」駅から東急バスで 10分「日大前」下車 

東急田園都市線・世田谷線「三軒茶屋」駅下車，徒歩約 15分 

 

  ※会場は 1号館のみとなります。会場へは 1号館正面入口からお入りください。 
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●発表スケジュール（簡易版） 
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 1308教室（A会場） 1309教室（B会場） 1310教室（C会場） 

 開会式 

10:00-10:15 

 

 

 

  開会式 

セッション 
10:25～11:50 

A1 防災教育① 

 

座長 佐藤 翔輔 

B1 情報収集・共有 

 

座長 平山 修久 

C1 火山・避難意思決定 

 

座長 及川 康 

昼休み 
11:50～12:50 

 

 
  

セッション 2 
12:50～14:15 

A2 防災教育② 

 

座長 高原 耕平 

B2 避難情報① 

 

座長 照本 清峰 

C2 リスクの可視化 

 

座長 倉田 和己 

企画シンポジウム 

14:30-15:50  

 

 

 

 
多様化する「避難」という

言葉について考える 

廣井賞表彰式 

16:00-17:00 
  廣井賞表彰式 

 

 

10月 9日（日） 9:30 開場・受付開始 

 1308教室（A会場） 1309教室（B会場） 1310教室（C会場） 

セッション 3 

10:00～11:10 

A3 コミュニティと防災 

 

座長 城下 英行 

B3 避難情報② 

 

座長 本間 基寛 

C3 被害把握・リスク評価 

 

座長 牛山 素行 

セッション 4 

11:20～12:30 

A4 歴史と思想 

 

座長 小林 秀行 

B4 訓練・地域防災 

 

座長 金井 昌信 

C4 災害対応 

 

座長 武村 雅之 

昼休み 

12:30～13:30    

シンポジウム 

13:30-16:30  
 

 

 

 

 

オールハザード・アプロー

チからみた危機管理と防災 

閉会式 

16:30-16:45 

 

 

 

 閉会式 
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